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昭和の初め、富士と江の島を望む景勝の丘に 

「龍口園」とよばれた遊園地がありました。 

 

色褪せた絵葉書と、古老の昔話だけが 

その存在を伝える謎の遊園地。 

    

わずか数年で消えたという歴史をたどります。 

 

 

Ⅰ．伝説と祈りの地「龍口山」 

     いくつもの山の連なりに形成された、標高約６０mの片瀬山丘陵（神奈川県藤沢市）。 

「龍口園」の開業した「龍口山」は、その南端に位置します。  

「龍口」の名は、悪行三昧の五頭龍が江の島に降臨した弁才天により改心し、 

後に山となったという伝説から。 

ふもとには、鎌倉時代、処刑寸前の日蓮上人を不思議な光が救った霊蹟の地として 

「龍口寺」が建てられ、永らく「輪番八箇寺」１）とよばれる複数の日蓮宗寺院が、 

山とともに護ってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～幻の遊園地～ 

「江之島龍口園」の軌跡 

カシミール３D により作成 
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「龍口園」は、龍口山山上にあった（現 片瀬山公園） 



 

相模湾に向かって大きくひらかれた龍口山山上は、富士山、江の島などを望む眺望の名所でした。 

明治に入り、「龍口寺山上より」と記された絵葉書が幾種も発行されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大正時代に入り、湘南は「行楽」「観光」に目をむけ始めた庶民の訪問地として圧倒的な人気を 

誇るようになります２）。その遊覧客をとりこむ動きとして、大正３年、龍口寺はじめ近隣日蓮宗の 

４ケ寺により、龍口山山上部の整備が始められました。 

当地は、同３年「横浜貿易新報（神奈川新聞の前身）」による神奈川県下の新避暑地を選ぶ 

人気投票の第８位となり、その整備中の様子が紙面で紹介されています３）。 

（本文中の記事の引用は、「横浜貿易新報の要約」とする） 

                                                                                                                                                                                                                                                             

  大正３．７．２３． 「新選十二勝誌 龍の口遊園」 

龍之口遊園は東京の田中加藤治氏と龍口寺執事三角顕要氏らの尽力の下に、五年計画、 

五万圓の経費を投じて昨年から着手されたもので、龍口寺、常立寺、本蓮寺、法源寺の 

持山を切り拓き、五万坪の一大遊園を作りだそうと、目下工事の進行中である。 

この遊園の出入りは、前記の四ケ寺の境内よりすることになっており、既に各入口には 

「龍之口遊園入口」の木札が設置されている。法源寺より入る道は、自動車が通れるように 

設計されており、まもなく着工される予定である。 

（一部省略） 

  

 

大正４．５．６．  「龍口公園設備」 

県下十二勝地当選の龍口寺境内の園遊地の整備が、黒澤貫主・三角執事・檀徒総代等 

の尽力により次第に進んでいる。ちかく櫻、梅、及び山吹数千本の移植予定。 

 

 

 

龍口山山上からの定番写真。片瀬川・相模湾のむこうに富士山 

山上は「龍ノ口遊園」「龍口公園」とよばれたようですが、計画どおりの完成をみたのかは未詳です。 
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Ⅱ．龍口園の誕生 

この龍口山山上に、「江之島龍口園」とよばれる遊園地が開園したのは、 

昭和２年８月１５日のことでした。 

遊園地開業・経営のため、同年２月に興されたのが「湘南興業株式會社」。 

その中心となったのは、日清汽船社長の森辨治郎４）でした。 

発起人には、日本初の和英辞典「武信和英大辞典」著した英語学者、武信由太郎５）も 

名を連ねています。 

 

昭和２．３．６． 「龍口寺裏山へ遊園地」 

東京の森辨治郎は「湘南興行株式会社」を起こし、龍口寺裏山に「龍口園」という 

大遊園地を開設するため、５日知事に届け出、工事着手。７月３１日までに竣工予定。 

猿・小鳥・水鳥を飼育。展望台、滑り台、ブランコを設置する。 

 

 

昭和２．８．１７． 「龍口園開きから開発熱」 

龍口寺山頂に、早大教授武信由太郎氏他数氏が発起となり、鶴見花月園の向こうを張って 

新設中の湘南児童の楽園、龍口園が１５日開園した。 

鉄骨６階建の展望台・花園・滝・池・水禽・猿・小鳥を放し飼い・運動場もそなえ好評 

 

 

昭和２．１１．２６．（商業登記広告。湘南興業株式會社 役員名 他） 

・昭和２年２月 1日設立  

・本社は「神奈川県鎌倉郡川口村片瀬２８４３」（現在の常立寺の南隣り） 

 

取締役 森辨治郎（日清汽船社長） 

武信由太郎（英語学者、早稲田大学教授） 

古西為之助（大都電球重役） 

山崎 清（日本火災保険常務） 

景山一治 

槇原敬四郎 

朝比奈正一 

監査役 湯澤眞太郎 

          漆戸起一（三菱製紙中川工場長） 

 

 

＊役職名は判明したものを追記。 
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さて、龍口園が開園して 3 年後の、昭和5 年8 月。 

園の足元を終点として、大船～片瀬間に日本初の自動車専用道路が、昭和の豪傑実業家 菅原通済に 

より開通します。 

実はこの道路敷設計画、当初 森辨治郎によって大正１５年に申請許可されたものの、 

実現の困難さから菅原通済に託されたことが、通済の自伝に記されています６）。 

龍口園という遊園地は、江ノ島方面への観光客を目当てに、自動車専用道路と一体の計画として 

発案されていた施設ではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「旧大船片瀬間自動車専用道路」 片瀬出口付近。背後が龍口山 
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Ⅲ．龍口園のすがた  

開園当初の龍口園の様子を、チラシ・新聞雑誌記事７）・随筆・絵葉書等より推測します。 

１．立地・地形 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 展望台 

エレベーター 
龍口寺 

絵葉書に写りこんだ龍口園。昭和 3～4年頃。江の島からの眺望 

鈴木 喜雄氏作成 

鈴木 喜雄氏作成 
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２．敷地面積・設備・遊具等。 

（1）敷地  約２万坪８） 

（2）施設  ・エレベーター及び山上連絡橋 

高さ約５０m９） 

現在の常立寺～湘南モノレール「湘南江の島駅」間に設置され 10） 

地上から入園者を山上に運ぶ。 

・展望台 

６階建て。高さ約３０m11）。鉄骨。夜間点灯する 12）  

・滝、池 

・温室、花園 

・小動物園（水鳥・猿・小鳥） 

・滑り台、ブランコ、運動場 

・貸席、食堂、売店 

 

 

３． 配布チラシ・発行された絵葉書 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開園時に配布されたと思われるチラシ（藤沢市文書館所蔵画像） 

（藤沢市文書館の許可なく、転載・転用および複写することを禁止します） 
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龍口園入口（現 常立寺南側ならび） 来園者用エレベーター 

（常立寺～湘南モノレール「湘南江の島駅」間の 

山の斜面に設置され、山上へ来園者を運んだ） 

エレベータ―を降りると、雄大な景色が広がった 

＊このページ内の写真はすべて「片瀬写真館撮影・制作 藤沢市文書館提供」 

（藤沢市文書館の許可なく、転載・転用および複写することを禁止します） 
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展望台から。江の島が目の前にみえる 

絵葉書が封入された袋 

＊このページ内の写真はすべて「片瀬写真館撮影・制作 藤沢市文書館提供」 

（藤沢市文書館の許可なく、転載・転用および複写することを禁止します） 

 

６階建展望台と水鳥小屋・花壇 
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４．龍口園の系譜 

前述のように、龍口園が開業した山は地元の日蓮宗寺院たちによって整備、護られてきた土地でした。 

龍口園の営業内容にそれらの寺院がどれだけ関わっていたかは不明ですが、園の敷地が所有者で 

ある寺院らから地上権を得てのものであること 13）、「龍口園」という名称、エレベーターや 

展望台にみえる寺院的な意匠、施設がそれまでの整備内容と同様に遊戯機械よりも眺望重視で 

あったこと等を考えると、土地の歴史や寺院との関係を充分に意識していたものと思われます。  

 

日本において、現在私たちが思い浮かべる様相の「遊園地」は、明治以降、それまでの伝統的な 

「庭園」に、公園という都市施設の要素、さらに遊戯機械の導入を受けて成立していきました 14）。 

またその性格は、ライフスタイルの変化や「遊園地取締規則（大正１５年）」等により、 

当初の「大人の遊興的性格の濃い娯楽場」から、「子供、家族、保健を主題にする娯楽場」へと 

転換していきます 15）。龍口園開園直後の新聞記事にみえる「湘南児童の楽園」という表現からは、 

子供を主体とした明るい遊びの場をめざす龍口園の姿が想起されます。 

英語学者の武信由太郎が役員に名を連ねていることも、森辨治郎が武信の名声を利用したという 

名前貸しの面が多分にあると想像されるものの（日蓮宗信者でもあった）、金儲けに無関心で、 

生涯英語学、英語教育に黙々と携わった武信の人柄を考えると、「児童青年に対する健全な娯楽の 

提供」はその意にかなうものであったと思われます。 

 

 

Ⅳ．龍口園と日本初自動車専用道路 

      

湘南興業株式會社発足時の役員の顔ぶれをみると、のちの自動車専用道路の建設・運営会社である 

日本自動車道株式會社、および同社から分離した鎌倉山住宅地株式會社の役員、さらに鎌倉山 

分譲地購入者と多く重なっています 16）。 

龍口園の開園と大船片瀬間自動車専用道路建設計画とが、一体的な構想内に存在したことを示すと 

ともに、３社が深いつながりを持っていたことが想像されます。 

 

昭和２年の開業直後の新聞記事以降、龍口園の様子をあらわす資料は極めて少ないのですが、 

自動車専用道路建設の最終段階において、湘南興業株式會社が大きな役割を果たしたことを 

うかがわせる記事がありました。 
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写真中央部の山の斜面（くぼみ）にエレベーターがあった。 

山に添うように敷設された自動車道が、ここではエレベーターの外側を走った。 

 

 

 

道路の完成を目前とする昭和５年 5月、新聞紙上に「遊園地建設のためとして湘南興業株式會社と 

地上権設定をした所有地に、同社が相談なく自動車道路の建設をはじめたため、土地の所有者である 

寺院が立腹し工事がとまった」という記事が掲載されました１７）。 

 

実はこの２か月前に、道路計画開始当初からの中心人物であった菅原通済と神谷忠雄が、 

湘南興業株式會社の役員に就任しています 18）。 

（両名とも日本自動車道株式會社・鎌倉山住宅地株式會社役員） 

 

道路はその後、同年 8月に無事開通するのですが、この問題はさらに2 か月後の 10月、 

寺側が湘南興業株式會社を相手取り、損害賠償の訴訟を裁判所に起こすという事態にまで 

発展します 19）。（その後の経過不明） 

 

日本初自動車専用道路の完成直前に、江ノ島電鐵（現江ノ電）が以前より申請していた大船江の島間 

の鉄道敷設免許を菅原通済が買い取り、買収済みだった土地も利用して道路を完成させたことは 

広く知られていますが、やはりこの時も菅原通済、神谷忠雄両氏が、一時江ノ島電鐵役員に 

就任しています。役員就任、さらにその会社の権利を使用し道路建設を進める、という手法が、 

龍口園においても行われていたのです。 

二人は、道路開通の翌６年２月、同時に役員を辞任しています。 

 

 

 

  

  

 

 

 

  

 

 

 

湘南モノレール 

「湘南江の島駅」 

旧自動車専用道路 

 

 

龍口園 

エレベーター設置位置 
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写真中央部の山の斜面（くぼみ）にエレベーターがあった。 

山に添うように敷設された自動車道が、ここではエレベーターの外側を走った。 



 

Ⅴ．運営会社の解散。閉園へ 

 

龍口園は、開業から数年で閉園したとされています。 

残念ながら今回その正確な時期・理由を特定することはできなかったのですが、閉園への 

過程の中に、思いがけない事実を見つけました。 

閉園の数年前に、龍口園を立ち上げ運営していた湘南興業株式會社が解散していたこと、 

さらに、その後も龍口園が営業を続けていたとみられることです。 

 

１．龍口園の経営状況 

 そもそも、龍口園の経営は順調だったのでしょうか。  

大正時代にはいり、「行楽」「観光」「避暑」が庶民にも浸透していく中、鉄道交通網の整備の 

進んだ湘南地区は、全国でも指折りの一大行楽地の地位を築きました。新聞は、年々急増する 

湘南への驚くばかりの人出を伝えています 20）。 

古来厚い信仰をうけ参詣客で賑わってきた江の島が立地する片瀬は、夏季の避暑地、また 

新たなレジャーとして庶民に急速に広まった海水浴の場として、更に多くの観光客を迎える状況と 

なります。 

しかし片瀬に人々を惹きつけるものがあったからこそ、それらを楽しもうと意気込んで来訪した 

観光客たちには、意図するもの以外に目をむける余裕がなかったのかもしれません。 

また当時、近隣には東洋一の遊園地といわれた「鶴見花月園」をはじめ、多摩川園・花やしき 

谷津遊園・豊島園・荒川遊園等、多くの遊園地が存在し、従来の公園・見世物・飲食などの施設に 

加え多種多様な遊戯機械導入し入場者の増加を図っていました 21）。 

そのような中で、高台からのながめを魅力の中心にすえ遊戯施設の少なかった龍口園に、 

都会からの行楽客の足をむけさせるのは難しかったのでしょうか、土地の古老たちは 

「近在の人たちが一回り入園すると客足は絶えた」「更に龍口園で遊んで帰るなんて 

とても無理なこと」と当時の様子を伝えています 22）。 

 

２．湘南興業株式會社の解散。継続された龍口園の営業 

  昭和６年 7 月、前触れなく、新聞の紙面に湘南興業株式會社の解散記事が掲載されます。 

＜湘南興業株式會社 解散記事＞ 

  

 昭和６．７．１０． （商業登記広告、横浜区裁判所藤沢出張所） 

       

 

 

・ 湘南興行株式會社を、株式総会の決議により、昭和 6年 6 月 21 日解散する。 

・ 清算人選任 清算人…漆仁（戸？）起一、山崎清 
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昭和７．２．１５．（商業登記広告、横浜区裁判所藤沢出張所） 

・昭和 6年 12 月 2２日、清算満了。  

 

 

     しかし、その後も龍口園は閉園することなく営業は継続したようです。 

 

＜龍口園の営業継続を示唆する事項・記事＞ 

・昭和７年 11 月に園内で心中事件、昭和 8 年10 月に園内で自死、を伝える新聞記事の存在 23）。 

・昭和 7年 4 月、江ノ島電鐵（現江ノ電）と鎌倉警察署との騒動記事内で 24）、江ノ島電鐵が 

「昭和 6 年末に申請した片瀬龍口園前から片瀬電車停留場前までのバス乗り入れ」を 

無許可でおこなっていることをとがめられている。 

→龍口園への利用客がいるからこその路線申請・営業だったのでないか 

・昭和 8年 2 月以降に発行された、龍口園の絵葉書が複数存在する。 

・昭和 7年 6 月・昭和8 年 5 月・昭和 7 年発行の観光案内パンフレットに、 

龍口園の名前・絵が記載されている 25）。  

 

  

龍口園開園後の資料は少なく、湘南興業株式會社解散、およびその後の経営が継続する状況を 

矛盾なく説明することは困難です。 

湘南興業株式會社が解散した前年の昭和 5年には、自動車専用道路開通を一区切りとして 

日本自動車道株式會社が住宅部門を分離させるかたちで鎌倉山住宅地株式會社が発足しており、 

解散はそういった会社整理のながれのなかで行われた可能性もあります。 

龍口園敷地の地上権は、解散直後の 8 月に、森辨治郎はじめ当初よりの役員 4 名が個人で 

引き継いでおり 26）、会社同士のつながりを考えれば経営を自動車道株式會社が引き取った 

ようにも思われますが、近隣の寺院、さらにまったく別会社の可能性もすてることはできません。 

 

一点気になるのは、運営会社が新たになったと思われる後、園で二年続けて心中や自死の 

事件が起きていることです。当時の新聞を通覧していると、こういった事件は多発しており 

特別にめずらしいことではないのですが、この時期突然に 2件続いていること、また記事から 

は園内に「旅館」の存在を認められることから、経営母体の変化が、園の営業内容も変えていった 

可能性もあるように思います。 
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３．閉園の時期 

「横浜貿易新報」記事内において、龍口園の存在を正確に確認できるのは、園内で自死事件が 

あった昭和 8 年 10 月が最後になります。 

この後、龍口園の名前にふれる最も遅い時期の記事は、昭和 11 年 10 月の湘南遊歩道完成記念 

記事内における「龍口園の展望台復活を龍口寺貫主に望む記述」でした 27）。その内容から、 

この時にはすでに閉園していたものと思われます。 

昭和 11年 10 月以降、龍口園が営業していたことを示す資料を現時点では発見できないことから、 

閉園年は現在通常示される昭和 9 年頃（土地の方々の記憶を根拠とする）から、昭和 11 年頃の間と 

考えてよいのではないでしょうか。 

 

＜閉園へのプロセス＞ 

昭和２年の開園  

→ 昭和６年、運営会社の解散  

→ 営業継続後、昭和９～１１年頃の完全閉園 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エレベーター（解体中） 

展望台 

絵葉書に写りこんだ龍口園。エレベーターが解体中である。 

片瀬橋が既に架橋されていることから、昭和８年以降と推定される。 
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Ⅵ．おわりに 

 

今回、龍口園開業当初の姿については一定の考察結果を得られたものの、限られた資料の中、 

閉園の経緯・時期の解明には至ることができませんでした。新たな資料の発見を期待しつつ、 

今後の課題としたいと思います。 

 

過去の歴史をたどることは、消えていったものを知る体験でもあり、自らの歳がすすむほどに、 

失われていった身近な人・物への想いと重なります。 

龍口園の閉園から８０年以上が過ぎ、現地でも「なんとなく聞いたことはあるけれど…」と、 

得られた情報は皆無に近いものでした。 

 

まだ不明点は多数ありますが、現時点での判明事項・資料を公開し、龍口園の存在が広く知られ、 

さらに研究が進むことを願います。 

 

龍口園が真の「幻」となるまえに、次代に記憶がつながりますように。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鎌倉ボランティアガイド 

      喜清みずほ 

（2019.8.25.改訂版） 

現在の「龍口園跡地」 片瀬山公園 

２０１９．２．２５． 
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＜ 注 ＞ 

１） 本蓮寺・常立寺・法源寺・本成寺・勧行寺・東漸寺・妙典寺・本龍寺 

２） 本宮一男「行楽地湘南の確立」『湘南の誕生』藤沢市教育委員会 2005 

３） 添付資料『年代順 横浜貿易新報 龍口園記事一覧』内記事  

「大正３．７．22．」「大正３．７．23．」「大正３．８．13．」「大正４．５．６．」「大正４．６．９．」。 

 大正４年 10 月発行の『湘南概観』（永瀬覇天郎）にも、山上工事中の記載あり。 

４） のち朝鮮郵船、朝鮮重工業社長。「森辨次郎」の表記もあり。 

５） 明治～昭和を代表する英語学者。1863年-1930 年。 

『The Japan Times』、『英語青年』創刊に参画。 

森辨治郎は、Japan Times 創刊時の記者であり、また英語青年 創刊時の発行人であった 

（『英語青年』第 80 巻第 12 号 片々録 p.28  1939 より）。二人は旧知の仲だったと思われる。 

６） 菅原通済『通済一代』実業之世界社 1966 

７） 添付資料『年代順 横浜貿易新報 龍口園記事一覧』内 昭和 2年記事 

８） 『道路の改良』第 13 巻第 3号 道路改良會 1931。その他チラシ・新聞記事より。 

   ９） 写真より推定  

10） ・吉川九十九「片瀬の山々とその思い出」『わが住む里』第 41号 1990 

・「龍口園」『片瀬の今と昔』№２ 片瀬公民館 1998 

・本田一壽『湘南雑記』新風舎 2006              

11） 『道路の改良』第 13 巻第 3号 道路改良會 1931。 写真から推定の高さとも合致。 

12） 菅原恒覧（すがわらつねみ。菅原通済の父）の記した『清香園誌』の記載内容より。 

（「清香園」は、鎌倉山に建設した自邸名。本はその解説書。現食事処「檑亭」。1935） 

本文より以下の事実が読み取れる 

・鎌倉山から龍口園が見えていた 

・昭和３年には龍口園が開園していた 

・夜間、展望台に灯かりがつけられた     

 

「江の島」龍口園なぞ指呼の間にあり」 

「龍口園の高塔は、吾園の為に建てられた如く、夜に入れば是に點燈せる時もあり」 

「片瀬龍口園の高塔僅かに人口の景趣をそふのみ」 

「遠くは、箱根連山、近くは片瀬の塔が見える。」         （原文ママ） 

 

13） 土地台帳による 

14） 橋爪紳也『日本の遊園地』講談社現代新書 2000 
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15） 安野彰、篠野志郎「明治・大正・昭和初期における東京近郊の遊園地の実態」 

日本建築学会計画系論文集 518 号 1999 

16） 米山尚志『鎌倉山正史』玄同社 1995 

17）18）19）添付資料『年代順 横浜貿易新報 龍口園記事一覧』内記事 

・昭和５．５．２５．  「日本自動車道 工事に一頓挫」 

・昭和５．４．１４．（商業登記広告、横浜区裁判所藤沢出張所） 

        菅原通済・神谷忠雄 両名 役員就任 

・昭和５・１０．２１． 「片瀬本蓮寺 湘南興業を訴ふ」 

20） ２）に同じ。この様相から、散見される、龍口園の閉園理由を「世界恐慌」とする 

記述は根拠のないものと思われる。 

21） 15）に同じ  

22） 本田一壽『湘南雑記』新風舎 2006 

    金子繁治「懐古八十年」江ノ電沿線新聞内 2012 年 10 月 1日号      

23） 添付資料『年代順 横浜貿易新報 龍口園記事一覧』内記事 

     ・昭和７．１１．８． 「結婚を拒まれ片瀬の心中」  

・昭和８．１０．１１． 「龍口園内で服毒自殺男」  

24） ・昭和７．４．１４． 「警察と電鉄の睨み合益々高まる」 

     ・昭和７．４．１５． 「江の島電鐵のバス営業停止を命ぜられる」 

25） ・「鎌倉江の島名所案内」鎌倉町役場 1932（昭和７）年 6 月 

・「鎌倉江の島名所案内」後藤邦栄堂 1933（昭和８）年 5 月  

・「江之島片瀬遊覧案内」相州川口村青年団 193２（昭和７年。川口村は、龍口園の所在地） 

   26） 土地台帳による。ただしこの時点で武信由太郎は死去しているため、その家族名となっている。 

   27） 添付資料『年代順 横浜貿易新報 龍口園記事一覧』内記事 

・昭和１１．１０．２３．「遊歩道の起点に霊験、お祖師様」 

 

＜参考文献＞ 

1） 『歴史をひもとく藤沢の資料 ３ 片瀬地区』藤沢市文書館 2018 

2） 「文書館だより 文庫」第９号 藤沢市文書館 2006 年 7 月   

3） 「かながわ資料ニュースレター」第 55 号 神奈川県立図書館 2016 年 8 月 

４） 『江ノ電六十年記』江ノ島鎌倉観光株式会社 1963 

５） 森悟 『武信由太郎伝』今井出版 2016  

６） 『日本におけるエレベーター百年史』日本エレベーター協会 1990       
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＜参考資料＞ 

Ⅰ．年代順 横浜貿易新報 龍口園関連記事一覧 

 

 

１、大正３．７．２２．  「龍口寺と避暑 並びに園遊地の整備」 

片瀬の龍口寺へ訪れる多くの避暑客のため、境内遊園地を開放し自由に楽しんでもらおうと、 

執事の三角顕要氏が奔走している（ベンチ数か所・ブランコ二か所・休憩所等設置した） 

                                                                                                                                                                                                                                                                

  

２、大正３．７．２３．  「新選十二勝誌 龍の口遊園」（人気投票入選地の紹介記事） 

「龍之口遊園は東京の田中加藤治氏と龍口寺執事三角顕要氏らの尽力の下に五年計画、 

五万圓の経費を投じて昨年から着手されたもので、龍口寺、常立寺、本蓮寺、法源寺の 

持山を切拓いて五万坪の一大遊園を作りだすべく目下着々工事の進行中である、而して 

この遊園の入口には前記四個寺の境内よりすることになつていて既に各入口には 

「龍之口遊園入口」の木札が樹って居る。就中法源寺よりするものは自動車を通ずる 

やうに設計されていてこれも早晩起工さるる筈である、 

桜、楓、躑躅等の花木一万本は昨年既にこの遊園の適当な箇所に植付けられたのである、 

遊園の奥には釈迦堂を安置し、池を掘り土橋を渡すといふ、而して釈迦堂の反対の丘には 

ベースのグラウンドも設けらるるといふから竣成の暁には県下否関東に稀な遊園地が 

出来上がるに違いない 龍之口遊園は竣成したらドエライものになることは確かである」 

（原文ママ。一部省略） 

 

  

３、大正３．８．１３．  「新十二勝誌續 片瀬雑感」 

       「龍之口遊園は龍口寺の後ろの丘にあり、地積五万坪。恰好の眺望臺で、涼風に松の影が 

揺れている。新設のベンチに腰掛け、白波砕ける相模湾を眺めれば夏を忘れるようだ。」 

                                         （一部省略） 

 

４、大正４．５．６．  「龍口公園設備」 

本県主催県下十二勝地当選の龍口寺境内の園遊地の整備が、黒澤貫主・三角執事・檀徒総代等 

の尽力により次第に進んでいる。四季の眺めをととのえるため、ちかく櫻、梅、及び山吹数千本 

を移植予定。 

 

 

５、大正４．６．９．  「龍口公園の工事」 

龍の口遊園地は、既報どおり東京の田中加藤治・黒澤龍口寺貫主・三角顕要執事・檀信徒有志者 

により、龍口寺・常立寺・本蓮寺・法源寺所有の山林畑地等を開拓し、五か年で五万坪の 

大遊園地とするべく引き続き工事中。（すでに四季の花を植栽済。往復の道路も新設する） 

 

 

 

 

（本文中に挙げたものを含む。要約。「」は記事タイトル） 
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６、昭和２．３．６． 「龍口寺裏山へ遊園地」 

東京の森辨次郎は「湘南興行株式会社」を起こし、龍口寺裏山に「龍口園」という 

大遊園地を開設するため、５日知事に届け出。工事着手。７月３１日までに竣工予定。 

猿・小鳥・水鳥を飼育。展望台、滑り台、ブランコを設置する。 

   

 

７、昭和２．８．１４．  「江の島龍口園 十五日に開園」 

片瀬の二万坪の敷地に建設中だった江の島龍口園が１５日に開園することとなった。 

大エレベーター山上連絡橋、展望台、貸席、食堂、売店等。大人二十銭小人半額。 

暑中開園は午前七時より午後十時。 

  

 

８、昭和２．８．１７．  「龍口園開きから開発熱」 

龍口寺山頂に、早大教授武信由太郎氏他数氏が発起となり、鶴見花月園の向こうを張って 

新設中の湘南児童の楽園、龍口園が１５日開園した。 

鉄骨６階建展望台・花園・滝・池・水禽・猿・小鳥を放し飼い・運動場もそなえ好評。 

 

 

９、昭和２．１１．２１．  「ともゑ會秋季親睦會」 

20日に龍口園で、県内の横浜貿易新報販売業者の秋季親睦会（ともえ会）が催された。 

百数十名出席。 

  

 

１０、昭和２．１１．２６．（商業登記広告、横浜区裁判所藤沢出張所） 

       ・湘南興行株式會社移転 

昭和２年１１月７日に本店を東京京橋から鎌倉郡川口村片瀬 2843（常立寺の南並び）に移転。 

・会社設立は昭和２年２月１日。 

・役員指名（所属会社名は、判明したものを追記） 

取締役 森辨治郎（日清汽船社長） 

武信由太郎（英語学者、早稲田大学教授） 

古西為之助（大都電球重役） 

山崎 清（日本火災保険常務） 

景山一治 

槇原敬四郎 

朝比奈正一 

監査役 湯澤眞太郎 

          漆戸起一（三菱製紙中川工場長） 

（昭和２．１１．２１登記） 
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１１、昭和４．１．２６．（商業登記広告、横浜区裁判所藤沢出張所） 

湘南興業株式會社 変更 

・住所変更（昭和３．１．１）…森辨次郎 

         ・辞任（昭和３．１２．３１）…取締役…景山一治、槇原敬四郎、 

古田為之助、朝比奈正一 

                        監査役…湯澤眞太郎 

        

（昭和４．１．２１登記） 

  

１２、昭和５．１．１７．（商業登記広告、横浜区裁判所藤沢出張所） 

        湘南興業株式会社 変更 

・重任（昭和５．１．１２）…漆戸起一 

            

                                （昭和５．１．１３登記） 

            

１３、昭和５．４．１４．（商業登記広告、横浜区裁判所藤沢出張所） 

湘南興行株式会社 変更   

・取締役就任（昭和５．３．１５）…菅原通済、湯澤眞太郎、芝山金七 

         ・監査役就任（昭和５．３．１５）…神谷忠雄 

        

新役員４名就任。その中に 菅原通済（取締役）神谷忠雄（監査役） 

（昭和５．４．7登記） 

 

１４、昭和５．５．１５．（商業登記広告、横浜区裁判所藤沢出張所） 

湘南興行株式会社 変更 

・住所変更（昭和５．４．２１）…監査役 神谷忠雄 

                 ・亡くなる（昭和５．４．２６）…取締役 武信由太郎 

 

          役員１名住所変更、役員 武信由太郎 死亡 

                                 （昭和５．５．９登記） 

 

１５、昭和５．５．２５． 「日本自動車道 工事に一頓挫 」 

「完成に近づいた大船、片瀬、江の島間の日本最初の自動車道會社に思い寄らぬ障害が 

起こり、西山支配人が２４日鎌倉署に相談に来た。 

同線の終点間近川口村片瀬常蓮寺（←寺名原文ママ）上の路線工事を常蓮寺が突然差し 

押さえた為工事に頓挫を來し完成を目前にして閉口したといふ。譯は常連寺所有地の同所は 

湘南興業株式會社へ地上権を設定してあったもの、今度自動車道會社が湘南興業の諒解 

を得九百餘坪の工事を初めた處、田中住職へは交渉がなかった為フンガイし、建物に對する 

地上権設定で他の目的の工事に使用するのは越権の行為だという。 

感情が縺れて居るので差詰どうにもならぬらしい。（原文ママ）」  
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（１６、昭和５．８．９．（新聞以外。主催者チラシによる）） 

                     東京マンドリン・クラブによる納涼演奏会 開催 

 

 

１７、昭和５・１０．２１． 「片瀬本蓮寺 湘南興業を訴ふ」 

     本蓮寺住職の清田日城氏が、湘南興業株式會社を相手取り、権利不存在確認損害賠償 6220円の 

訴訟を横浜地方裁判所に提起した。原告の貸した土地の杉松を４００本・竹３０本を切り倒して 

道路を設置し客運輸をし始めた為。 

 

 

１８、昭和５．１１．２８．「遊覧客の招致に神社仏閣が活動」 

       日蓮上人 650 年祭で身延山に詣でる全国の信徒を鎌倉江の島に招致するため、 

有志が集まり龍口園で会議をした。妙本寺龍口寺が動き、高徳院極楽寺八幡宮が相談相手となり、 

案内図を作成、祭りまでに全国に送付する。 

 

 

１９、昭和６．１．１８．（商業登記広告、横浜区裁判所藤沢出張所） 

・取締役 森辨次郎、山崎清…任期満了につき改選 

・昭和５年１２月２７日に、森辨次郎・漆戸起一が取締役就任 

                    取締役の芝山金七、監査役の漆戸起一は辞任 

                    監査役に朝比奈正一 就任 

（昭和６．１．１４．登記） 

 

 

２０、昭和６．２．１４．（商業登記広告、横浜区裁判所藤沢出張所） 

・取締役 菅原通済、監査役 神谷忠雄  昭和 6 年 2 月 1日辞任 

（昭和６．２．５．登記）  

 

 

２１、昭和６．７．１０． （商業登記広告、横浜区裁判所藤沢出張所） 

       ・ 湘南興行株式会社を、株式総会の決議により、昭和6 年 6 月 21 日解散する。 

・ 清算人選任 清算人…漆仁（戸？）起一、山崎清 

（昭和６．６．３０．登記） 

  

２２、昭和７．２．１５．（商業登記広告、横浜区裁判所藤沢出張所） 

       ・昭和6 年 12 月 2２日、清算満了。 

（昭和 7 年２．５．登記） 
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２３、昭和７．４．１４．「警察と電鉄の睨み合益々高まる」（江の島電鉄と鎌倉警察との騒動記事） 

「片瀬龍口園前から片瀬電車停留場までのバス無許可乗り入れ」について取り調べする 

  

 

２４、昭和７．４．１５．「江ノ島電鐵のバス営業停止を命ぜられる」 

       「（片瀬龍口園前から片瀬電車停留場まで）路線延長出願直後の昨年暮（昭和６年）より 

（許可がでないまま）営業を開始している…」 

 

 

２５、昭和７．１１．８．「結婚を拒まれ片瀬の心中」（東京朝日新聞 昭和７年 11月 7 日同記事） 

        龍口園内旅館兼飲食店の「おかめ」に滞在中の男女が服毒自殺をはかった。 

  

 

２６、昭和８．１０．１１． 「龍口園内で服毒自殺男」 

龍口園内で服毒し昏睡中の男性が、同園見回り人に発見される。 

 

 

２７、昭和１０．６．１５．「片瀬町役場 新築設計成る」 

       新町舎の敷地が「龍口園前」と決定。  

 

 

２８、昭和１１．１０．２３．「遊歩道の起点に霊験、お祖師様」 

       （湘南遊歩道完成記念記事内で、龍口寺に対し、展望台の復活を期待する記事） 

「けふの開通を期してまたその数を増すだらう龍口園眺望臺復活も路傍の聲とするわけには 

行かなくなった中老日法上人を開基とする日蓮宗本山龍口寺…（原文ママ）」 

        

 

        以  上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
21/24 

 



 

Ⅱ．龍口園エレベーターについて 

   

 １、龍口園のエレベーターが写る絵葉書のうち、昇降機を地上から覆う部分がなく、 

鉄骨部がすべてみえているものが存在する。（スケルトン状態） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

＊写真は「片瀬写真館撮影・制作 藤沢市文書館提供」 

（藤沢市文書館の許可なく、転載・転用および複写することを禁止します） 

 

 

スケルトン状態がみられる２種の絵葉書のうち１種（掲載なし）には、昭和５年に建設された 

片瀬郵便局が写っており、昭和 2 年の開園当初より「覆いあり→覆いなし」と構造が変化した 

ことがわかる。 

上掲の「絵葉書」は昭和 8 年 2 月以降に発行されているが（ハガキの形式より）、「絵葉書」 

として販売されていること、またエレベーターに装飾と思われる旗がかけられていることから 

解体中の状態とは考えづらい。 

現時点でこの変化を説明できる資料はなく、今後の調査課題である。 

 

 

 

 

 

ココ 

開園時 
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２、エレベーターの製造・施工会社は、不明である。 

戦前に設置され写真を入手できた屋外エレベーター３基のうち、龍口園と同時期に建設された、 

三重県鳥羽市「日和山エレベーター」（昭和 8年建設。昭和 52 年まで現役）は、類似点が 

多く、龍口園エレベーターを参考にした可能性を持つと思われる。 

こちらもエレベーター製造・施工会社は不明である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「日和山エレベーター」 

昭和 8 年（1933）建設  三重県鳥羽市 
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明治 43 年（1910）建設。和歌山県和歌の浦。 

日本初の屋外エレベーター。夏目漱石が実際に乗り、自作「行人」に描いた。 

昭和 6 年（1931）上越線全通記念博覧会 開催時、 

配水等に設置されたエレベーター.。新潟県長岡市 

参考写真 

以 上 
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